
※「鳥栖市議会だより」は１００％再生紙を使用しています。

６
月
定
例
市
議
会

市三役の給料を減額
国庫補助金の申請漏れについての責任を明確にするため国庫補助金の申請漏れについての責任を明確にするため

岡恒美議長、久保文雄副議長を選出

一般質問一般質問
９人が質問９人が質問

◆付議事件と議決結果………

◆主な事業と予算額…………

◆常任委員会審査報告………

◆総務委員長、副委員長が交代…

◆意見書・陳情、表彰………

◆議会日誌・編集後記………

編集発行　鳥栖市議会
鳥栖市宿町１１１８
電話８５ー３５２５

平成１６年８月１日

第１１９号

笑顔ひろがる文化・交流・共生の都市
ま ち

フッペルの故郷、ツァイツ市を訪問フッペルの故郷、ツァイツ市を訪問

「防犯ブザーをつけて帰ります」下校する鳥栖北小学校のみなさん

　ドイツ・ツァイツ市と鳥栖市は、映画「月光の夏」で

知られるピアノ・フッペルを契機に交流を深めてきまし

たが、このたび同市で開催される「庭園博覧会ツァイツ

２００４」において、日本文化・芸術を紹介する「日本の週」

に本市への参加依頼があり、本年７月、牟田市長ほか緑�

化関係者、文化連盟関係者などからなる公式訪問団が同

市を訪問し、日本文化の紹介などにより国際友好を深め

ました。

６
月
定
例
市
議
会

…５ → ７…５ → ７



６
月
定
例
会

６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
２２
日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
１０
件
、
議
員
提
出
議
案

３
件
の
審
議
な
ど
の
ほ
か
、
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
後
任
の
選
挙
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
議
会
人
事
で
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
後
任

の
正
副
議
長
の
選
挙
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
審
議
で
は
、
市
長
提
出
議
案
で
農
林
関
係
の
国
庫
補
助

金
の
申
請
漏
れ
に
つ
い
て
、
市
長
を
初
め
と
し
た
市
三
役
の
責
任
を
明

確
に
す
る
た
め
、
市
三
役
の
給
料
の
減
額
が
提
案
さ
れ
、
論
議
が
あ
り

ま
し
た
。

■
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
提
案

　
提
案
さ
れ
た
三
役
の
給
与
改
正
条

例
は
、
平
成
１６
年
７
月
の
給
料
に
つ

い
て
、
市
長
１０
％
、
助
役
５
％
、
収

入
役
３
％
を
減
額
す
る
内
容
で
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
１５
年
度
水
田
農
業

経
営
確
立
助
成
補
助
事
業
の
補
助
申

請
に
一
部
漏
れ
が
あ
り
、
市
単
独
に

よ
る
補
助
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
三

役
と
し
て
責
任
を
明
確
に
す
る
と
い

う
理
由
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
「
責
任
の
明
確
化
」
に
論
議

　
こ
の
提
案
に
対
し
、
本
会
議
で
次

の
よ
う
な
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。

問
業
務
体
制
の
見
直
し
と
責
任
の
明

確
化
は

答
農
林
課
に
は
業
務
改
善
と
意
識
の

徹
底
を
指
示
し
た
が
、
市
全
体
の
課

題
と
し
て
日
々
の
業
務
に
注
意
を
払

う
よ
う
各
部
各
課
に
周
知
徹
底
を
指

示
し
た
。
ま
た
、
市
長
と
し
て
の
責

任
は
、
行
政
執
行
の
責
任
者
と
し
て
、

関
係
者
や
市
民
に
迷
惑
を
か
け
、
市

の
財
政
負
担
を
招
い
た
こ
と
に
対
し
、

そ
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
に
三

役
の
給
料
減
額
を
お
願
い
し
て
い
る

問
市
長
の
給
料
減
額
は
６
年
で
４
回

で
あ
り
、
本
気
に
な
っ
て
自
ら
の
責

任
を
問
う
な
ら
ば
、
政
治
責
任
を
問

う
く
ら
い
の
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い

答
三
役
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
給
料

減
額
以
外
に
明
確
に
す
る
方
法
が
な

い
の
で
お
願
い
し
て
い
る

　
ま
た
、
「
こ
の
補
助
金
は
、
農
家
、

農
協
、
生
産
組
合
等
の
連
携
の
上
に

精
査
を
重
ね
て
申
請
が
あ
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
単
に
職
員
の
ミ
ス
と
い

う
こ
と
で
処
理
さ
れ
る
の
は
極
め
て

残
念
だ
。
市
長
以
下
全
職
員
が
物
事

の
処
理
に
当
た
っ
て
、
本
当
に
市
民

の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

再
確
認
の
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い

て
、
徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
問

題
の
処
理
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
提

案
に
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
質
疑
、
賛
成
多
数
で
可
決

　
こ
の
改
正
条
例
は
、
総
務
常
任
委

　
６
月
定
例
会
で
は
、
原
和
夫
議
長
、

山
津
善
仁
副
議
長
が
辞
職
さ
れ
、
後

任
の
議
長
に
岡
恒
美
議
員
、
副
議
長

に
久
保
文
雄
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
岡
議
長
は
５
期
目
、
こ
れ
ま
で
文

員
会
に
付
託
し
て
審
査
さ
れ
、
本
会

議
で
「
三
役
の
給
料
減
額
の
考
え
方
、

今
回
の
事
態
の
経
緯
、
今
後
の
改
善

策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
た
」
と
の
委
員
長

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
長
報
告
に
対
し
、
「
５

人
の
職
員
が
文
書
訓
告
等
を
受
け
て

い
る
が
、
こ
の
補
助
金
は
、
生
産
者

と
農
林
サ
イ
ド
の
市
職
員
と
の
間
で

綿
密
な
協
議
が
な
け
れ
ば
算
定
さ
れ

な
い
。
責
任
は
双
方
に
あ
り
、
処
分

に
つ
い
て
は
論
議
不
足
と
い
う
気
も

す
る
。
そ
の
辺
の
論
議
は
あ
っ
た
の

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
総
務
委
員
長
か
ら

「
御
指
摘
の
御
意
見
等
も
出
た
が
、

委
員
会
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
三
役

の
給
料
減
額
の
改
正
条
例
に
つ
い
て

の
審
査
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
減

額
措
置
に
対
す
る
経
緯
等
の
資
料
も

提
出
を
受
け
な
が
ら
、
議
論
は
尽
く

さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
採
決
が
あ
り
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

教
厚
生
常
任
委
員
長
、
総
務
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
久
保
副
議
長
は
２
期
目
、
こ

れ
ま
で
経
済
常
任
委
員
、
鳥
栖
・
三

養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会
議
員

な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
恒
美
議
長
、
久
保
文
雄
副
議
長
を
選
出

国庫補助金の申請漏れについての責任を明確にするため

市三役の給料を減額

６月定例会　会期２０日間－本会議１０日[議案審議等９日､一般質問２日(議案審議と１日重複)]。常任委員会－総務３日､他２日。議会運営委員会９日。付議
事件２３件－市長提出１０件､議員提出３件､その他１０件。議決結果－可決８件､承認２件､同意３件､異議なし１件､許可５件､選任２件､選挙２件。傍聴－１５人

市議会だより 第１１９号　平成１６年８月１日

岡恒美議長

久保文雄副議長



人権擁護委員①　市町村長が議会の同意を得た上で国に推薦し、法務大臣から委嘱される。この制度は、地域住民の日常生活に接しつつ、人権尊重思想の普及
高揚を図るとともに、人権侵害が起きないようにしていくという考えから、昭和２４年に施行された人権擁護委員法に基づいて設けられている。

１億９４２４万８千円

１９４億５０６３万７千円
既決予算との合計

補　正　額

【主な事業と予算額】

【主な歳入】

市　税…… ２３００万円 １３１２万８千円県支出金…

諸収入…１億５３０３万円

単位：千円

１５２，８００

１，６２８

９，８４２

５，１９１

１０，０００

１２，７８４
５，０００

１，４７４

１，１５２

１，３６９，０００

１，１９４
１８９

３６６

４６２

■新幹線関連業務受託事業
　市道平田・養父線の立体交差化工事

■公園管理経費
　都市公園、児童公園等の危険遊具の撤去及び修繕

■小・中学校施設管理経費
　老朽化した遊具及び体育施設器具の撤去及び修繕

■「こども１１０番の家」のぼり旗作成費

■牛原前田遺跡曽畑式土器保存修復費

■魅力あるさが園芸農業確立対策事業費補助金
　安全、安心且つ環境にやさしい、有機栽培やエコ農業等に取り組むた
　めに必要な機械、施設の整備に対し助成するもの

■水田農業経営確立助成補助金
　平成15年度の米生産調整に伴う国庫補助金申請漏れに該当している農
　家への市単独の補助金

■空き店舗活用事業補助金
　「街んなかギャラリーインフォメーション」を設置するため

■企業立地奨励金

※
６
月
定
例
会
の
付
議
事
件
と
議
決
結
果

●

平
成
１６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

市
長
、助
役
及
び
収
入
役
の
諸
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
消
防
団
員
退
職
報
償
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

　﹇
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
退
職
報
償
金
の
額
の
改
正
﹈

専
決
処
分
事
項
の
承
認

　﹇
鳥
栖
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹈

奨
励
措
置
の
適
用

　﹇
　
ポ
オ
ト
デ
リ
カ
ト
オ
カ
ツ
、�
　
東
洋
新
薬
に
対
す
る
奨
励
措
置
﹈

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

選
　
　
挙（
投
　
　
票
）

選
　
　
挙（
投
　
　
票
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

許
　
　
可（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

異
議
な
し（
全
会
一
致
）

承
　
　
認（
全
会
一
致
）

承
　
　
認（
全
会
一
致
）

同
　
　
意（
全
会
一
致
）

同
　
　
意（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

国
営
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更

　﹇
計
画
変
更
同
意
の
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
﹈

専
決
処
分
事
項
の
承
認

　﹇
平
成
１６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

﹈

鳥
栖
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任﹇
大
塚
　
篤
税
務
課
長
﹈

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦﹇
久
保
洋
次
郎
氏（
江
島
町
）﹈

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書(

案)

犯
罪
被
害
者
の
救
済
と
被
害
回
復
制
度
等
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書(

案)

地
方
分
権
を
確
立
す
る
た
め
の
真
の
三
位
一
体
改
革
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書（
案
）　

　﹇
可
決
し
た
意
見
書
の
要
旨
に
つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
﹈

議
長
辞
職
の
件﹇
原
　
和
夫
議
長
﹈

議
長
の
選
挙﹇
当
選
人
　
岡
　
恒
美
議
員
﹈

副
議
長
の
選
挙﹇
当
選
人
　
久
保
文
雄
議
員
﹈

副
議
長
辞
職
の
件﹇
山
津
善
仁
副
議
長
﹈

議
会
運
営
委
員
の
辞
任﹇
黒
田
　
攻
議
員
﹈

議
会
運
営
委
員
の
選
任﹇
山
津
善
仁
議
員
﹈

市
発
注
業
務
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
委
員
の
定
数
の
変
更

　﹇
委
員
の
定
数
９
人
を
１０
人
に
変
更
﹈

市
発
注
業
務
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
の
選
任

　﹇
原
　
和
夫
議
員
、光
安
一
磨
議
員
﹈

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
応
用
関
連
施
設
整
備
等
企
業
誘
致
調
査
特
別
委
員
の
辞
任

　﹇
原
　
和
夫
議
員
﹈

市　長　提　出　議　案議員提出議案議　会　人　事

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

市議会だより 第１１９号　平成１６年８月１日

市
発
注
業
務
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
の
辞
任﹇
大
坪
　
樹
議
員
﹈

■公民館類似施設整備補助金
　藤木町公民館及び酒井西町公民館の新築に対する補助金

■ピアノコンクール委託料

■国際標準規格認証取得等奨励金

※北部丘陵新設小学校建設事業（債務負担行為）
　（仮称）北部丘陵新設小学校建設事業については、地域振興整備公団
　の立替施行制度を利用するため、債務負担行為を設定

■「オンリーワン」のさが体験活動支援事業
　子供たちの豊かな感性やふるさと佐賀のよさを実感し誇りに思う気持ちを
　育てるため、地域ならではの各学校の特色に応じた体験活動事業を図る

当初予算

補正予算（６月）

１９２億５６３８万９千円

１億９４２４万８千円

平成１６年度
一般会計補正予算
平成１６年度

一般会計補正予算

（株）

（株）



い
て
質
疑
が
あ
り
、
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

企
画
情
報
課
　
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
経
営

状
況
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

財
政
課
　
佐
賀
県
競
馬
組
合
の
経
営

状
況
に
つ
い
て
、報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
建
設
課
　
九
州
新
幹
線
が

　
　
　
　
市
道
平
田
・
養
父
線
と
交

　
　
　
　
差
す
る
た
め
、
鉄
道
建
設

　
　
　
　
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

　
　
　
　
構
か
ら
立
体
交
差
工
事
化

　
　
　
　
を
受
託
、
跨
線
橋
の
下
部

　
　
　
　
工
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て

　
　
　
　
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
定
外
公
共
物
譲
与
申
請

業
務
委
託
料
、
市
道
村
田
町
住
宅
・

平
田
線
道
路
改
良
工
事
、
市
道
平
田
・

養
父
線
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の

繰
越
額
の
確
定
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
で
、
法
定
外
公
共
物

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

都
市
計
画
課
　
公
園
管
理
費
は
、
公

園
の
遊
具
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
危
険
遊
具
の
撤
去
や
修
繕

を
行
う
も
の
で
す
。

　
審
査
の
過
程
で
、
遊
具
を
撤
去
し

た
後
の
設
置
計
画
、
遊
具
の
定
期
点

検
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
公
園
整
備
事
業
の
繰
越

　
　
　
　
税
務
課
　
歳
入
の
市
税
は
、

　
　
　
　
固
定
資
産
税
２
千
３
百
万

　
　
　
　
円
が
補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
こ
れ
に
よ
り
市
税
総
額
は
、

　
　
　
　
８９
億
７
２
２
０
万
１
千
円

　
　
　
　
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
審
査
の
過
程
で
、
固
定

　
　
　
　
資
産
税
額
算
出
方
法
に
つ

額
の
確
定
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事

業
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
の
内
容
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
市
内
企
業
か
ら
フ
ッ
ぺ

　
　
　
　
ル
平
和
祈
念
ピ
ア
ノ
コ
ン

　
　
　
　
ク
ー
ル
鳥
栖
実
行
委
員
会

　
　
　
　
へ
５
０
０
万
円
の
指
定
寄

　
　
　
　
附
が
あ
り
、
同
実
行
委
員

　
　
　
　
会
へ
同
額
の
委
託
料
が
計

　
　
　
　
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
老
朽
化
等
に
よ
る
小
中
学
校
の
遊

具
等
の
撤
去
や
補
修
等
に
伴
う
工
事

費
に
つ
い
て
は
、
保
守
点
検
や
今
後

の
対
応
、
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
農
林
課
　
魅
力
あ
る
さ
が

　
　
　
　
園
芸
農
業
確
立
対
策
事
業

　
　
　
　
は
、
よ
り
安
全
、
安
心
か

　
　
　
　
つ
環
境
に
や
さ
し
い
有
機

　
　
　
　
栽
培
や
エ
コ
農
業
に
取
り

　
　
　
　
組
む
た
め
に
必
要
な
機
械
、

　
　
　
　
施
設
の
整
備
に
助
成
す
る

　
　
　
　
も
の
で
、
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
水
田
農
業
経
営
確
立
助
成
補
助
金

は
、
米
生
産
調
整
に
伴
う
国
庫
補
助

金
の
申
請
漏
れ
に
該
当
し
て
い
る
農

家
へ
の
市
単
独
の
補
助
金
で
す
が
、

経
過
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
今
回

　
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
さ
が
体
験

活
動
支
援
事
業
は
、
子
供
た
ち
の
豊

か
な
感
性
や
ふ
る
さ
と
佐
賀
の
よ
さ

を
実
感
し
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
を

育
て
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
小
中

学
校
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
（
仮
称
）
北
部
丘
陵
小
学

校
建
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
に
伴
う

地
元
業
者
の
育
成
、
校
舎
・
屋
内
運

動
場
・
プ
ー
ル
等
の
配
置
、
鳩
や
カ

ラ
ス
等
に
よ
る
プ
ー
ル
へ
の
糞
公
害

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
委

員
会
の
意
見
を
十
分
反
映
し
て
い
た

だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
旭
小
学
校
特
殊
学
級
の

状
況
な
ど
に
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

の
事
務
的
ミ
ス
に
つ
い
て
、
十
分
な

反
省
と
今
後
の
対
応
策
等
に
つ
い
て

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
施
設
か
ら

の
処
理
水
の
活
用
策
に
つ
い
て
、
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
　
空
き
店
舗
活
用
事
業

補
助
金
は
、
商
店
街
の
憩
い
・
交
流
・

情
報
発
信
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

街
ん
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
経
費
を
本
通

筋
商
店
街
へ
補
助
す
る
も
の
で
す
。

事
業
の
効
果
や
空
き
店
舗
の
状
況
等

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

物
流
対
策
課
　
鳥
栖
流
通
業
務
団
地

整
備
事
業
の
用
地
買
収
計
画
と
造
成

工
事
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

人権擁護委員②　人権擁護委員は、毎日の暮らしの中で起こる様々な人権侵害（家庭内や近隣の間のもめごと、学校や職場内のいじめなど）についての人権
相談や人権を尊重することの重要性を正しく認識してもらうため、人権週間などを利用して街頭などで広報活動を行う人権啓発活動などを行っている

審査報告概要
平成１６年度一般会計予算の委員会審査の概
要は次のとおりです（予算額は３ページ参照）

総務常任委員会
審査報告概要

建設常任委員会
審査報告概要

経済常任委員会
審査報告概要

文教厚生常任委員会
審査報告概要

固
　
定

資
産
税
税
額
の
算
出
方
法
は

公
園

遊
具

今
後
の
対
応
は

小
学
校

建
　
設

意
見
の
反
映
を

街
ん
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
効
果
は

市議会だより 第１１９号　平成１６年８月１日

審査報告概要
常任委員会常任委員会

新幹線新跨線橋工事予定地（山浦町）新幹線新跨線橋工事予定地（山浦町）

固定資産税のしおり固定資産税のしおり

（仮称）北部小学校建設予定地（弥生が丘）（仮称）北部小学校建設予定地（弥生が丘）



太
田
幸
一
議
員
　
平
成
１４
年
１２
月
定

例
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
市
長
は

連
結
決
算
の
平
成
１６
年
度
導
入
を
表

明
さ
れ
た
が
、
行
財
政
改
革
の
視
点

か
ら
連
結
決
算
の
必
要
性
、
今
日
ま

で
の
取
り
組
み
・
準
備
状
況
、
導
入

に
当
た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う

整
理
さ
れ
た
か
、
本
年
度
導
入
は
大

丈
夫
か
。

■
平
成
１６
年
度
決
算
か
ら
作
成

　
本
市
で
は
平
成
１２
年
度
決
算
か
ら

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
、
平
成
１３
年
度

決
算
か
ら
は
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成

し
、
市
報
等
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
普
通
会
計
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
り
、
総
務
省
か
ら
示
さ
れ

た
作
成
基
準
に
よ
り
作
成
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
、
健
全
か
つ
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
上
で
、

市
の
事
業
全
般
に
わ
た
る
財
務
情
報

を
的
確
に
把
握
・
分
析
し
た
上
で
、

全
体
的
な
観
点
か
ら
の
見
極
め
が
必

要
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
説
明
責
任
と
い
う
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
自
治
体
の
す
べ
て
の

事
業
活
動
に
つ
い
て
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
普
通
会
計
以

外
の
特
別
会
計
や
水
道
事
業
会
計
等

を
結
び
つ
け
、
す
べ
て
の
会
計
の
資

産
や
負
債
と
い
っ
た
も
の
を
総
合
的

に
把
握
で
き
る
連
結
財
務
諸
表
の
作

成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
連
結
財
務
諸
表
作
成
の
準
備
状
況

は
、
対
象
と
す
る
会
計
の
範
囲
、
連

結
す
る
手
法
、
現
在
作
成
し
て
い
る

普
通
会
計
と
水
道
事
業
会
計
以
外
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
、
計
上
す

る
項
目
等
の
各
会
計
間
で
の
調
整
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
ま

だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

　
今
年
度
は
、
平
成
１５
年
度
決
算
を

も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
状
況
等

を
洗
い
出
し
て
、
先
ほ
ど
の
課
題
等

を
十
分
調
査
検
討
し
、
平
成
１６
年
度

決
算
か
ら
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
、

よ
り
一
層
効
率
的
な
財
政
運
営
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

内
川
　
則
議
員
　
固
定
資
産
税
の
値

上
げ
は
、
市
場
価
格
と
評
価
価
格
の

差
が
あ
る
所
の
差
を
埋
め
て
い
く
た

め
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
、
デ

フ
レ
現
象
で
賃
金
、
年
金
、
そ
し
て

土
地
の
価
格
も
値
下
が
り
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
三
養
基
郡
と
の
合
併

で
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
と
の
関

係
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
値
上
げ
を

す
れ
ば
更
に
そ
の
問
題
の
溝
は
深
ま

る
の
で
は
な
い
か
。

■
適
正
な
評
価
と
課
税
に
努
め
た
い

　
課
税
標
準
額
の
上
昇
率
を
も
っ
と

緩
や
か
に
す
る
こ
と
は
、
国
で
も
負

担
水
準
の
状
況
や
財
政
状
況
な
ど

様
々
な
点
に
つ
い
て
分
析
、
検
討
が

さ
れ
て
い
る
が
、
税
率
を
除
く
課
税

の
仕
組
み
は
法
律
で
全
国
一
律
に
決

定
さ
れ
て
い
る
の
が
固
定
資
産
の
基

本
で
あ
る
し
、
課
税
の
公
平
の
観
点

か
ら
現
在
の
負
担
水
準
の
ば
ら
つ
き

を
是
正
す
る
流
れ
の
中
で
今
の
制
度

上
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
市
町
村
合
併
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
取
り
扱
い
は
、
合
併
時
に
３
町
の

区
域
を
当
面
、
市
街
化
調
整
区
域
と

す
る
こ
と
を
本
市
と
し
て
は
主
張
し

て
き
た
が
、
土
地
利
用
が
規
制
さ
れ

る
と
少
な
か
ら
ず
地
価
の
動
向
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
本

度
が
、
就
学
援
助
に
つ
い
て
も
当
該

年
の
保
護
者
の
生
活
状
態
等
に
よ
る

認
定
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
規
則
、

さ
ら
に
は
要
綱
等
を
整
備
し
、
減
免

等
の
方
法
に
よ
り
関
係
各
課
で
対
応

し
て
い
る
が
、
適
用
者
に
つ
い
て
は

一
部
を
除
い
て
若
干
少
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
原
因
の
一
つ
に
収
入
激
減
対

策
の
周
知
不
足
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、

納
税
義
務
者
の
方
々
に
説
明
資
料
を

配
布
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
収
入
激
減
対
策
の
総
合
的
な

周
知
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
観
点
か

ら
Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
に
限
ら
ず
都
市
計
画
の
現
状
が
違

う
中
で
調
整
す
る
場
合
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

合
併
後
の
住
民
間
の
不
公
平
感
、
さ

ら
に
は
新
市
出
発
時
点
で
の
混
乱
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
新
市
誕
生

ま
で
に
は
都
市
計
画
に
つ
い
て
の
整

理
が
必
要
で
あ
り
、
新
市
建
設
を
行

う
た
め
に
は
最
重
要
事
項
で
あ
る
と

判
断
を
し
て
き
と
こ
ろ
だ
。

　
固
定
資
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
納
税

者
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
今

後
と
も
適
正
評
価
、
適
正
課
税
に
努

め
た
い
。

次世代育成支援対策推進法　少子化の進行等を踏まえ、次代を担う子供が健やかに生まれ育成される環境の整備を図るため、次世代育成支援対策について、
基本理念を定め、国の行動計画策定指針、地方公共団体や事業主の行動計画の策定等の次世代育成支援対策の推進に必要な措置を講ずることを目的とする。

固
定
資
産
税
の
値
上
げ
は
必
要
か

連
結

決
算

本
年
度
導
入
は

尼
寺
省
悟
議
員
　
市
税
や
国
保
税
、

各
補
助
金
の
交
付
は
前
年
度
の
収
入

で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
に
事

業
の
休
廃
業
、
失
業
、
リ
ス
ト
ラ
で

収
入
が
激
減
し
た
世
帯
で
は
、
そ
の

負
担
が
大
変
厳
し
い
。

　
そ
こ
で
、
収
入
の
激
減
が
生
じ
た

時
か
ら
収
入
を
推
計
し
、
税
や
補
助

金
を
決
め
る
制
度
を
つ
く
っ
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
本
市
の

実
情
と
今
後
の
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

■
周
知
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
研
究

　
年
度
途
中
で
の
収
入
激
減
に
対
す

る
対
策
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保

育
料
、
市
営
住
宅
使
用
料
は
減
免
制

収
入
激
減
へ
の
対
策
は

６月定例会では、当初１５人から通告がありましたが、
正副議長の交代などにより会期日程の変更があり、３日
間の予定を２日間として、９人が一般質問を行いました。
（掲載は、発言順ではなく内容別となっています）
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す
る
悩
み
等
で
は
、
就
学
前
児
童
の

保
護
者
で
は
、
し
か
り
過
ぎ
、
病
気

や
発
育
・
発
達
、
仕
事
や
自
分
の
時

間
、
子
供
と
の
時
間
、
小
学
生
の
保

護
者
で
は
、
子
供
の
教
育
、
友
達
づ

き
あ
い
等
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

で
大
変
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
面

倒
を
見
る
人
、
子
供
と
接
す
る
時
間

等
。
育
児
休
業
の
取
得
は
、
母
親
が

そ
れ
ぞ
れ
２０
％
、１５
％
に
対
し
、父
親

は
ど
ち
ら
も
３
％
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

　
子
育
て
の
支
援
で
行
政
に
期
待
す

る
こ
と
は
、
安
心
し
て
子
供
が
医
療

機
関
に
か
か
ら
れ
る
体
制
の
整
備
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
費
用
負
担
軽
減
、

子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め

る
場
所
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

　
鳥
栖
市
の
行
動
計
画
策
定
に
当
た

っ
て
の
課
題
は
、
次
世
代
育
成
に
関

に
つ
い
て
、
２０
年
以
上
勤
続
し
て
退

職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
２
号
給

の
特
別
昇
給
を
実
施
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
本
年
５
月
に
退

職
時
の
特
別
昇
給
制
度
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
厳
し
い

経
済
状
況
や
雇
用
状
況
の
中
、
住
民

感
情
か
ら
も
廃
止
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
同
じ
公
務
員
と
し
て
均
衡
を
図
る

上
で
も
、
適
正
化
の
た
め
の
検
討
を

行
い
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

向
門
慶
人
議
員
　
先
日
、
合
計
特
殊

出
生
率
が
１
・
２９
人
と
発
表
さ
れ
、

少
子
化
は
よ
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
本
市

も
少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
結
果
と
鳥
栖
市
の
課
題
並
び
に

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
る
。

■
庁
内
体
制
確
立
と
住
民
と
の
連
携
で

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
核
家
族

化
が
進
行
し
、
就
学
前
児
童
の
保
護

者
の
６３
％
が
就
労
な
ど
を
理
由
に
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
答
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
に
関

係
す
る
部
署
の
一
体
的
取
り
組
み
に

よ
り
更
に
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
、

ま
た
、
地
域
の
協
力
を
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
解
決
へ
の
糸
口
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
庁
内

体
制
の
確
立
と
地
域
住
民
の
方
々
と

の
連
携
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
計
画
策
定
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
基
づ
き
、
個
々
の
事
業
に

つ
い
て
具
体
的
に
精
査
し
な
が
ら
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
庁
内
体
制
、
市
民
の
意
見
の
取

り
入
れ
、
そ
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

現
在
検
討
を
し
て
い
る
。

　
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
８
月
下

旬
を
目
途
に
概
算
の
定
量
的
目
標
数

値
を
設
定
し
、
１２
月
下
旬
を
目
途
に

素
案
の
作
成
、
平
成
１７
年
３
月
下
旬

に
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
現

在
作
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中
洋
子
議
員
　
現
在
、
車
社
会
に

な
り
、
ど
こ
の
施
設
に
お
い
て
も
駐

車
場
の
確
保
は
必
須
条
件
と
な
っ
て

い
る
。
車
椅
子
の
方
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
建
物
の
近
く
に
確
保
し
て
あ
る

の
は
大
変
よ
い
こ
と
だ
。

　
と
共
に
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
の

不
自
由
な
動
き
を
支
援
す
る
方
法
と

し
て
、
車
椅
子
の
方
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
等
を
併
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■
子
育
て
支
援
等
か
ら
も
今
後
検
討

　
小
さ
い
子
供
を
お
持
ち
の
方
々
が

利
用
し
や
す
い
施
設
の
整
備
は
、
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
特
に
、
施
設
の
駐
車
場
か
ら
出
入

り
口
ま
で
相
当
の
距
離
が
あ
る
場
合
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
使
用
さ
れ
る
方
々
に

は
、
雨
天
時
な
ど
不
便
を
感
じ
て
お

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
か
と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る

公
共
施
設
の
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

簑
原
宏
議
員
　
佐
世
保
市
で
起
き
た

小
６
女
児
の
同
級
生
殺
害
事
件
は
、

あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
い
事
件
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
件
が
、
す
べ
て
学
校
教

育
に
問
題
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
が
、

人
の
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
校
と
家

庭
が
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
事
件
以
後
の
市
教
育
委
員

会
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
本
市
の
教
育
方
針
に
あ

る
心
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
あ
る
の
か
。

■
全
教
育
活
動
で
命
の
大
切
さ
を
指
導

　
こ
の
事
件
を
受
け
て
臨
時
校
長
研

修
会
を
開
き
、
県
教
育
委
員
会
通
達

の
通
知
文
の
内
容
６
項
目
に
つ
い
て

指
示
、
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
刃

物
に
つ
い
て
は
、
教
師
の
監
督
で
の

使
用
を
指
導
し
て
お
り
、
一
定
期
間

の
使
用
は
学
校
の
鍵
の
か
か
る
部
屋

な
ど
で
管
理
す
る
場
合
も
あ
る
。
さ

ら
に
各
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
、

使
い
方
と
管
理
の
仕
方
を
再
度
確
認

す
る
よ
う
各
学
校
長
に
指
導
し
た
。

　
心
の
教
育
の
学
習
は
、
先
の
臨
時

校
長
研
修
会
を
受
け
、
各
学
校
長
は

命
の
大
切
さ
な
ど
具
体
的
な
内
容
を

児
童
・
生
徒
に
十
分
指
導
し
、
学
校

だ
よ
り
な
ど
で
家
庭
や
地
域
へ
の
啓

発
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
今
回
の
事
件
を
深
く
受
け
と
め
、

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
は
、
特
に
繰

り
返
し
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
道

徳
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
全
教
育
活

動
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

通
り
一
遍
の
指
導
で
は
な
く
、
児
童

・
生
徒
の
心
に
響
く
よ
う
な
指
導
を

心
が
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
の
心
に
ゆ
と
り

が
持
て
る
よ
う
に
、
学
校
だ
け
で
は

な
く
、
ぜ
ひ
地
域
の
皆
様
の
お
力
を

貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

て
は
、
現
在
の
車
社
会
に
対
応
で
き

る
ほ
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
で
き

る
限
り
効
率
的
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

配
置
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
し
か
し
、
今
後
に
お
い
て
は
、
子

供
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
々
の
要
望
、

あ
る
い
は
子
育
て
支
援
の
観
点
等
か

ら
、
調
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般質問その他の項目①　行政効率化とムダ削減の取り組み、本市公共施設のユニバーサルデザイン化、今後の建築物建設のあり方、国庫補助金申請漏れに
伴う業務体制の見直しと明確化、市管理以外の遊具の管理、介護の現状と介護予防、障害者作業所施設の改善、鳥栖園の移転改築

少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
策
定
は

退
職
時
特
別
昇
給
制
度
の
見
直
し
を

ベ
ビ
ー

カ
　
ー

ス
ペ

ー
ス

使
用
者
の
駐
車

を

心
の
教
育
の
充
実
は

国
松
敏
昭
議
員
　
退
職
時
に
職
員
の

基
本
給
を
引
き
上
げ
、
退
職
手
当
を

上
積
み
す
る
制
度
が
、
お
手
盛
り
退

職
金
か
さ
上
げ
と
の
批
判
が
あ
る
。

　
行
政
は
市
民
の
た
め
に
あ
る
わ
け

だ
か
ら
、
市
民
感
情
か
ら
し
て
も
退

職
時
特
別
昇
給
制
度
は
見
直
す
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
考
え
方
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

■
適
正
化
の
た
め
検
討
を
行
い
た
い

　
本
市
で
は
、
退
職
時
の
特
別
昇
給
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対
す
る
国
、
県
に
よ
る
国
庫
負
担
金

等
の
制
度
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
一

定
の
財
政
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

は
き
た
が
、
老
人
保
健
拠
出
金
は
老

人
保
健
医
療
制
度
そ
の
も
の
の
制
度

的
見
直
し
が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
国
保
運
営
の
制
度
的
改

善
等
要
請
を
行
う
中
で
、
一
定
の
成

果
は
現
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
は
、
地

域
に
お
け
る
重
要
な
医
療
保
険
制
度

平
川
忠
　
議
員
　
全
日
本
同
和
会
鳥

栖
支
部
に
５
百
万
円
の
補
助
金
を
支

出
し
て
い
る
が
、
見
直
す
考
え
は
な

三
栖
一
　
議
員
　
国
保
財
政
の
厳
し

さ
を
理
由
に
、
国
保
税
の
引
き
上
げ

が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
年
金

を
初
め
公
的
負
担
増
と
不
況
に
よ
る

生
活
不
安
が
広
が
る
中
、
国
保
税
の

引
き
上
げ
は
更
に
市
民
の
暮
ら
し
を

苦
し
く
す
る
。

　
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
を
国
に

求
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

な
ど
多
面
的
な
対
策
が
必
要
だ
。

■
安
定
運
営
へ
来
年
度
に
税
率
改
正

　
国
保
財
政
の
安
定
に
向
け
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
国
庫
負
担

の
増
額
等
要
請
を
行
っ
て
き
た
。
こ

れ
ら
国
に
よ
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

は
、
平
成
１５
年
度
に
高
額
療
養
費
に

と
し
て
、
そ
の
運
営
に
は
十
分
な
安

定
性
が
必
要
だ
。
現
行
制
度
で
は
、

医
療
費
の
増
嵩
等
に
よ
る
一
定
割
合

の
税
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

受
益
に
対
す
る
負
担
の
公
平
の
観
点

か
ら
も
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
税
率
改
正
は
、
平
成
１７
年
度
を
考

え
て
い
る
。
こ
の
４
、
５
年
間
は
基

金
等
に
よ
り
ど
う
に
か
運
営
し
て
き

た
が
、
平
成
１４
年
度
、
平
成
１５
年
度

と
財
政
赤
字
が
累
積
す
る
中
で
、
今

い
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
嘱
託
職
員
で
あ
る
社

会
教
育
指
導
員
に
２
名
も
全
日
本
同

和
会
の
役
員
を
雇
用
し
て
い
る
が
、

特
定
の
運
動
団
体
の
役
員
が
市
の
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

後
更
な
る
赤
字
を
後
年
の
被
保
険
者

の
負
担
と
す
る
こ
と
は
、
相
互
扶
助

の
医
療
保
険
制
度
と
し
て
、
同
時
に

受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
も
適
当
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
も
と
で
市
民
の
負
担
増
に
つ
い
て

は
大
変
な
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
低
所

得
者
へ
の
負
担
軽
減
等
、
軽
減
制
度

の
的
確
な
運
用
な
ど
十
分
な
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
い
う
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

■
団
体
は
行
政
を
補
完
、
指
導
員
は
広
く
検
討

　
本
市
の
同
和
問
題
に
対
す
る
取
り

組
み
は
、
同
和
対
策
事
業
を
福
祉
事

務
所
、
啓
発
事
業
を
教
育
委
員
会
で

対
応
し
、
同
和
問
題
の
歴
史
的
背
景
、

人
権
問
題
と
し
て
の
一
般
市
民
へ
の

啓
発
等
は
行
っ
て
い
る
が
、
結
婚
、

就
職
等
に
よ
る
差
別
、
低
所
得
に
よ

る
生
活
困
窮
問
題
な
ど
、
現
場
の
問

題
に
対
し
て
直
接
の
対
応
は
極
め
て

困
難
な
状
況
だ
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
特
殊
な
事
情
で

あ
り
、
行
政
施
策
で
も
十
分
な
対
応

が
困
難
で
、
ま
た
、
当
事
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
面
か
ら
も
、
一
定
部
分

を
特
定
の
運
動
団
体
に
委
ね
て
対
応

す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
諸
問
題
の

解
消
に
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
同
和
行
政
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
特
殊
性
か
ら
行
政
の
責

務
と
し
て
の
施
策
の
一
定
部
分
を
補

完
す
る
た
め
、
そ
の
事
業
活
動
を
運

動
体
に
委
ね
て
い
る
。

　
社
会
教
育
指
導
員
と
運
動
団
体
と

の
関
連
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
取

り
組
み
は
私
た
ち
大
人
の
責
務
で
あ

り
、
ま
た
、
人
権
啓
発
活
動
の
推
進

も
行
政
の
責
務
で
あ
り
、
市
民
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
展
開
し

て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
指
導
に
当
た
っ
て
い
た

だ
く
方
は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

有
す
る
人
の
中
か
ら
助
言
者
に
ふ
さ

わ
し
い
人
を
こ
れ
ま
で
指
導
員
に
委

嘱
し
て
き
た
。

　
今
回
の
採
用
に
当
た
っ
て
も
、
広

く
人
材
を
検
討
し
、
今
後
の
事
業
推

進
を
勘
案
し
て
選
考
し
た
。
所
属
団

体
の
い
か
ん
に
よ
り
判
断
し
た
も
の

で
は
な
く
、
社
会
教
育
活
動
に
貢
献

し
て
い
た
だ
く
見
地
か
ら
決
定
し
た
。

安
易
な
国
保
税
引
き
上
げ
は
問
題

同
和
行
政
の
見
直
し
を

一般質問その他の項目②　旭地区老人福祉センターの委託と運営見直し、鳥栖市の教育について、少人数学級への取り組み、教育委員会関係の遊具の管理、
生涯学習と公民館活動のあり方、勝尾城の国史跡指定と整備

市議会だより 第１１９号　平成１６年８月１日

総務常任委員長、副委員長が交代

会派の構成に異動がありました

　総務常任委員会の岡恒美委員長、原康彦副委員

長が辞任され、後任の委員長に永渕一郎議員、副

委員長に尼寺省悟議員が選出されました。

　鳥栖市議会の会派（所属議員２人以上）に異動

がありました。現在の会派構成は次のようになっ

ています（※代表者）

自民党新世紀クラブ

　※永渕一郎　酒井靖夫　小石弘和　森山　林

　　松隈清之　向門慶人

社会民主党議員団

　※平塚　元　簑原　宏　野田ヨシエ　内川隆則

　　中村直人

新政市民の会

　※黒田　攻　岡　恒美　山津善仁　姉川清之

日本共産党議員団

　※平川忠　　三栖一　　尼寺省悟

志友会

　※光安一磨　久保文雄　大坪　樹

公明党

　※太田幸一　国松敏昭

民主党クラブ

　※園田泰郎　原　康彦

コスモス会　　田中洋子

無所属の会　　原　和夫

同和教育集会所同和教育集会所



■「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める意見書

　　一定水準の義務教育を全国的に保障するために、「義務

　教育費国庫負担制度」の堅持を求める。

　　内閣総理大臣､財務大臣、文部科学大臣、総務大臣に提出�

■犯罪被害者の救済と被害回復制度等の拡充に関する意見書

　　犯罪被害者の救済と被害回復制度等の拡充のため、犯罪

　被害者が刑事手続に参加できる訴訟参加制度の創設などを

　強く要請する。

　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、

　　法務大臣、国家公安委員長、警察庁長官に提出

■地方分権を確立するための真の三位一体改革の実現を

　求める意見書

　　三位一体改革が地方分権の理念に基づいた真の地方分権

　改革となるよう地方交付税の確保、税源移譲などを求める。

　　衆参議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、経済財政政策

　　担当・総務・財務・経済産業・文部科学・厚生労働・農

　　林水産・国土交通の各大臣に提出

※九州市議会議長会表彰（４月２２日）

　感謝状(九州市議会議長会理事)　　姉川清之議員

※鳥栖市制施行50周年記念表彰（５月８日）

　特別感謝状　　平塚　元議員

　特別自治功労（歴代議長）

　　姉川清之議員、　渕　次 前議員�

※鳥栖市政功労表彰（５月８日）

　議員在職１０年以上

　　山津善仁議員、太田幸一議員

※全国市議会議長会表彰（５月２５日）

　感謝状（全国市議会議長会評議員）　

　　姉川清之議員、原　和夫議員

　議長在職４年以上　　姉川清之議員�

　議員在職１０年以上

　　原　和夫議員、山津善仁議員、太田幸一議員

※佐賀県知事表彰（７月２日）

　議員在職２０年以上　　伊東主夫 前議員�

　
　
　
　
参
議
院
選
が
終
わ
っ
た
。

　
　
　
今
回
の
選
挙
は
、
年
金
改
革
、

　
　
　
イ
ラ
ク
問
題
、
郵
政
民
営
化

　
　
　
な
ど
、
私
た
ち
有
権
者
に
は

　
　
　
多
く
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ

　
　
　
た
。
結
果
は
、
国
民
が
政
治

に
改
革
を
求
め
る
行
動
が
芽
生
え
始

め
た
▼
多
く
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た

国
政
選
挙
に
、
一
票
を
投
じ
な
い
無

党
派
層
が
多
い
の
は
残
念
だ
。
政
治

不
信
の
諦
め
か
▼
「
人
衆
（
お
お
）

け
れ
ば
天
に
勝
つ
」
。
故
事
に
も
あ

る
よ
う
に
一
票
一
票
も
積
も
れ
ば
山

と
な
り
、
人
を
動
か
し
国
を
動
か
す

▼
市
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
た
鳥
栖

市
。
来
年
末
に
は
市
議
選
が
行
わ
れ

る
。
住
み
良
い
街
づ
く
り
へ
の
政
策

論
議
に
期
待
し
た
い
。
（
黒
田
攻
）

－４月－
　１日　市発注業務に関する調査特別委員会�

１３日　行財政制度調査特別委員会�

１４日　佐賀県市議会議長会（唐津市）�

１９日　市議会だより編集委員会�

２２日　九州市議会議長会定期総会（宮崎市）�

２８日　市発注業務に関する調査特別委員会�

－５月－
　８日　鳥栖市制施行５０周年記念式典

１０日　駅周辺都市開発整備調査特別委員会�

　　　　議会運営委員会

１７日　建設常任委員会�

           　議会運営委員会

１７日～１９日　文教厚生常任委員会行政視察

　　　　　　　　　　　　　　　（釧路市、帯広市）

２５日　文教厚生常任委員会

２５日～２６日　市議会だより編集委員会先進地視察

　　　　　　　　　　　　　　　（姶良町、出水市）

２７日　議会運営委員会

－６月－
３日～２２日　６月定例会�

２１日　駅周辺都市開発整備調査特別委員会�

　　　　行財政制度調査特別委員会

　　　　シンクロトロン光応用関連施設整備等企業誘致調査特別委員会

２２日　市議会だより編集委員会

※議会への視察来庁（４月～６月）

　　９議会（１県７市１町）　７０人

意　見　書意　見　書

陳　　情陳　　情議会日誌議会日誌

編集後記

鳥栖市議会ホームページもぜひご覧ください。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｔｏｓｕ．ｓａｇａ．ｊｐ／ｇｉｋａｉ／　
本会議は自由に傍聴できます、次の定例会は９月上旬の予定です。詳しくは議会事務局へ(☎８５-３５２５、Ｅメール ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｓｕ．ｓａｇａ．ｊｐ)�

市議会だより 第１１９号　　平成１６年８月１日

■義務教育費国庫負担制度の根幹堅持に関する緊急要請

　　　　　　　　　　　社団法人全国学校栄養士協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県支部長　田渕伸子

　　[義務教育費国庫負担制度の根幹堅持を要望]

■地球温暖化防止のための森林吸収源対策の確実な推進を

　求める意見書の採択について

　　　　　　　　佐賀県森林・林業活性化促進議員連盟会長

　　[森林・林業政策充実のため、意見書の採択を要望]

■国への中・長期開門調査の再度の実施要望のお願い

　　　　　　　　　　　　　佐賀有明の会　会長　川崎賢朗

　　[国に対して諫早湾干拓事業の潮受け堤防の中･長期開門

　　 調査の実施を要望するよう要望]

■犯罪被害者の権利と被害回復制度の確立を求める陳情

　　　　　　　　　　　　全国犯罪被害者の会（あすの会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表幹事　岡村　勲

　　[犯罪被害者の権利と被害回復制度の確立を求める意見�

　　 書の国への提出を要望]

　　　　　　　　　　　　　　

表　　彰表　　彰


